
令和2年度　年間授業計画 都立第一商業高等学校

単位数 2 対象学年・組

１．目標

〇　日常生活の身近な話題について、聞いたことや読んだことを理解することができる。

〇　日常生活の身近な話題について、情報や考えなどを英語で話したり書いたりして場面や

目的に応じて適切に伝えることができる。

２．学習内容と学習上の留意点

学期 学習上の留意点 予定時数

文の種類

５文型について

時制

    配当時間は一応の目安であり若干の増減はある。

３．授業を受ける上での注意

〇　基本的な文型や文法事項を実際に活用しようと努力する。

〇　副教材を効果的に使用して学習内容の定着をはかる。

４．評価の観点・方法

〇　定期考査の他、小テスト、プリントの提出物、授業内の取り組み等、平常点も加味して

総合的な評価とする。

教科・科目 英語・英語表現Ⅰ １年A～F組

教科書
使用教材

Vision Quest Revised
English Communication I

教科担任 櫻井敏雄、小磯好雄、佐藤史子、三谷佳子

〇　Xクラスでは応用力を、Yクラスでは基礎力をきちんと身に付ける。

指導内容 具体的な指導目標

１
学
期

５文型について理解できるよう
にする。

指導内容の単元に
おいて表現力を増
強させていく。

24

日本語の時制との相違点を理
解できるようにする。

助動詞

３
学
期

関係代名詞
　
比較

一年間で学習した
単元の表現力を身
につけさせる。

関係詞について理解できるよう
にする。

２
学
期

受動態
　
準動詞

受動態の英文を理解できるよう
にする。
準動詞について理解できるよう
にする。

14

否定文・疑問文・命令文を作れる。

助動詞を含む英文を理解し、正
しい語順で文を作れる。

指導内容の単元に
おいて表現力を増
強させていく。

28

原級、比較級、最上級を含んだ
文を理解することができる。


